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◆
議
案
第
57
号

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員
の
松ま

つ
え
だ
け
ん
い
ち

枝
健
一
氏

（
大
字
坂
上
）
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
58
号

　

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
【（
仮
称
）
上
三
川
町
生
涯
学
習
・
子

育
て
支
援
複
合
施
設
建
設
工
事
】

　

上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
西
側
の
老

朽
化
し
た
既
存
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
改
修

し
、
屋
根
付
き
広
場
と
し
て
整
備
す
る

た
め
の
増
工
、
及
び
多
目
的
ホ
ー
ル
の

移
動
観
覧
席
を
別
途
工
事
と
し
て
い
た

も
の
を
本
工
事
に
含
め
増
工
す
る
た
め

変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。　

【
変
更
前
契
約
金
額
】

　
　
　
　

13
億
２
３
８
５
万
円

【
変
更
契
約
金
額
】　
　

　
　

２
億
３
２
３
６
万
４
千
円

【
変
更
後
契
約
金
額
】

　
　

15
億
５
６
２
１
万
４
千
円

◆
議
案
第
59
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

 

【（
仮
称
）
上
三
川
町
生
涯
学
習
・
子
育

て
支
援
複
合
施
設
（
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
部
分
を
除
く
）
に
係
る
什
器
等
】

　

複
合
施
設
を
開
設
す
る
に
当
た
り
、

必
要
と
な
る
什
器
等
備
品
一
式
を
調
達

す
る
も
の
で
す
。

【
財
産
の
種
別
及
び
数
量
】

　

事
務
机
、
事
務
椅
子
他
一
式

【
取
得
価
格
】　

　

２
０
４
６
万
円

【
契
約
相
手
方
】

　

藤
井
産
業
株
式
会
社
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー

◆
議
案
第
60
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
係
る

什
器
等
）

　

複
合
施
設
内
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
す
る
に
当
た
り
、
必
要
と
な
る
什

器
等
備
品
一
式
を
調
達
す
る
も
の
で
す
。

【
財
産
の
種
別
及
び
数
量
】

　

事
務
机
、
事
務
椅
子
他
一
式

【
取
得
価
格
】

　

５
６
６
万
５
千
円

【
契
約
相
手
方
】

　

有
限
会
社　

す
ず
き
や

◆
議
案
第
61
号

　

上
三
川
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
税
の
税
率
の
特
例
措
置
が

令
和
５
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
引
き
続
き
令
和
６
年
度
０
・

１
３
５
％
、
令
和
７
年
度
０
・
12
％
と

す
る
特
例
税
率
措
置
を
設
け
る
た
め
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
62
号

　

上
三
川
町
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
の
設
置
及

び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

同
　
意

財
産
取
得

　令和５年第４回町議会定例会が９月１日～１９日の1９日間の会期で開催され、人事、条例、補正予算

等に関する議案について審議を行いました。（※採決の結果は、Ｐ８～９に掲載）

会会 例議
４

定
第第 ４ 回

町 議 会 定 例 会
令和５年

契
　
約

条
例
制
定

※
議
案
第
58
号
か
ら
第
60
号
、
及
び
議

案
第
62
号
の
施
設
の
名
称
に
つ
い
て

　
「
上
三
川
町
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ

ザ
」
と
正
式
名
称
が
定
め
ら
れ
る
ま
で

は
、「（
仮
称
）
上
三
川
町
生
涯
学
習
・

子
育
て
支
援
複
合
施
設
」
と
し
て
い
ま

し
た
。
議
案
第
58
号
か
ら
議
案
第
60
号
、

及
び
議
案
第
62
号
の
施
設
は
同
施
設
を

指
し
て
い
ま
す
。
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◆
議
案
第
63
号

　

上
三
川
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

デ
ジ
タ
ル
手
続
法
の
施
行
に
伴
い
改

正
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
法
の
規

定
に
よ
り
、
申
請
・
届
出
等
手
続
を
オ

ン
ラ
イ
ン
化
す
る
た
め
の
通
則
的
事
項

を
定
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
64
号

　

上
三
川
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
機

能
を
使
用
し
て
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
可
能
と
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
65
号

　

上
三
川
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

介
護
保
険
認
定
資
料
の
複
写
に
つ
い

て
手
数
料
の
規
定
を
削
除
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
66
号

　

上
三
川
町
妊
産
婦
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
入
院
時
食
事
療

養
費
を
助
成
対
象
外
と
す
る
こ
と
に
伴

い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
67
号

　

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

道
路
用
地
と
し
て
公
共
用
に
供
す
る

土
地
の
寄
附
を
受
け
た
た
め
、
町
道
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
報
告
第
９
号

　

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
事
項
の

報
告
に
つ
い
て

【
工
事
請
負
契
約
の
変
更　

庁
舎
内
部
改

修
工
事
（
ト
イ
レ
等
）】

　

１
階
女
子
ト
イ
レ
天
井
に
降
雨
時
の

漏
水
が
あ
り
、
２
階
女
子
ト
イ
レ
外
壁

か
ら
の
雨
水
侵
入
と
判
明
し
た
こ
と
か

ら
防
水
補
修
工
事
を
、
ま
た
４
階
男
子

ト
イ
レ
に
お
い
て
内
装
仕
上
げ
を
撤
去

し
た
と
こ
ろ
、
下
地
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
壁
に
破
損
等
が
あ
り
安
全
性
が

確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
解
体
工
事
の

増
工
を
行
う
た
め
、
請
負
契
約
額
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

【
変
更
前
の
契
約
金
額
】

　
　
　

１
億
５
８
７
３
万
円

【
変
更
契
約
金
額
】　

　
　
　
　

３
１
６
万
８
千
円

【
変
更
後
の
契
約
金
額
】

　

1
億
６
１
８
９
万
８
千
円

※
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
と
は
。

　

議
会
の
権
限
に
属
す
る
軽
易
な
事
項

で
、
そ
の
議
決
に
よ
り
特
に
指
定
し
た

も
の
は
、
地
方
公
共
団
体
の
長
（
町
長
）

が
、
専
決
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。

認
　
定

報
　
告

庁舎内部改修工事後のトイレ
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◆補正予算◆

議案番号 会　計　名 補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額

第68号
一般会計

（補正第４号）
122億6,027万4千円 1億1,714万4千円 123億7,741万8千円

【内容】
（歳入）　�電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金、社会資本整備総合交付金、保育所等給食費

負担軽減事業費、繰越金の増額、財政調整基金繰入金、臨時財政対策債の減額など
（歳出）　�保育所等への物価高騰対策支援事業費、国県支出金返還金、原油価格・物価高騰対策農業者支援

事業費、エネルギー価格高騰に対する中小企業者への支援事業費、産業団地及び道の駅整備基本
構想等策定経費の増額、生涯学習・子育て支援複合施設整備に係る事業費の減額など

議案番号 会　計　名 補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額

第69号
国民健康保険
事業特別会計
（補正第１号）

28億900万円 629万円 28億1,529万円

【内容】
（歳入）　�前年度繰越金の増額、財政調整基金繰入金の減額
（歳出）　�前年度一般会計繰入金精算に伴う一般会計繰出金の増額

議案番号 会　計　名 補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額

第70号
介護保険事業
特別会計

（補正第１号）
24億100万円 2億1,353万7千円 26億1,453万7千円

【内容】
（歳入）　�前年度繰越金の増額など
（歳出）　�前年度事業費の精算に伴う介護給付費準備基金積立金、国庫負担金等償還金の増額など

議案番号 会　計　名 補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額

第71号
後期高齢者医療
特別会計

（補正第１号）
3億2,800万円 54万7千円 3億2,854万7千円

【内容】
（歳入）　前年度繰越金の増額
（歳出）　�前年度一般会計繰入金精算に伴う一般会計繰出金の増額など

議案番号 会　計　名 補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額

第72号
農業集落排水
事業特別会計
（補正第１号）

3億3,700万円 0円 3億3,700万円

【内容】
前年度繰越金額の確定に伴う財源の組替えを行ったもので、歳入歳出予算の総額に変更はありません。

（第 191号）
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◆
報
告
第
６
号

　

令
和
４
年
度
上
三
川
町
一
般
会
計
継

続
費
の
精
算
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
及
び
令
和
４
年
度
の
２

カ
年
事
業
と
し
て
継
続
費
を
設
定
し
実

施
し
た
「
生
涯
学
習
・
子
育
て
支
援
複

合
施
設
整
備
事
業
（
設
計
業
務
）
」
が

完
了
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
第
７
号

　

令
和
４
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
を
付
し
て

令
和
４
年
度
の
財
政
指
標
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

※
下
段
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
報
告
第
８
号

　

公
益
財
団
法
人
上
三
川
町
農
業
公
社

の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
及

び
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

報
　
告

◆健全化判断比率と資金不足比率の公表◆
　健全化判断比率と公営企業会計の資金不足比率は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
より、前年度決算に基づく監査委員の審査に付したうえで、議会に報告し公表しなくてはならない、と
されています。

◆補正予算◆

議案番号 会　計　名 種別 収支 補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額

第73号
水道事業会計
（補正第１号）

資本的収支 支出 3億5,840万1千円 3,300万円 3億9,140万1千円

【内容】
（資本的支出）　�配水管布設替等の工事請負費の増額

指　標 内　容
比率推移

備　考
令和４年度 令和３年度

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 標準財政規模に対する一般会計の
赤字の割合 ― ― 赤字なし

連結実質赤字比率 標準財政規模に対する全会計の赤
字の割合 ― ― 赤字なし

実質公債費比率
（３カ年平均）

標準財政規模に対する１年間で払
った町費（借金）返済額の割合 6.6％ 5.9%

将来負担比率 標準財政規模に対する将来町が支
払う町債の返済額の割合 ― ― 負担残高なし

資
金
不
足
比
率

公営企業会計の事
業規模に対する資
金不足額の割合

水道事業会計 ― ― 資金不足なし

下水道事業会計 ― ― 資金不足なし

農業集落排水事業特別会計 ― ― 資金不足なし

（第 191号）
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〇 

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
書
、
付
属
書
類

　

法
令
に
従
い
作
成
さ
れ
、
計
数
は
正
確
で
内
容
も
適
正
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

〇 

水
道
事
業
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
書
、
付
属

書
類

　

法
令
に
従
い
作
成
さ
れ
、
経
営
及
び
財
政
状
況
も
適
正
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

〇
財
産
に
関
す
る
調
書

　

計
数
は
正
確
で
あ
り
、
管
理
状
況
は
概
ね
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
が
、
公
有
財
産
の
管
理
や
確
認
方
法

を
明
確
に
し
た
規
程
等
を
速
や
か
に
整
備
さ
れ
、
よ
り
適
正

な
財
産
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
規
程
等
の
作
成
完

了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
さ
れ
た
い
。

〇
印
紙
等
購
買
基
金
の
運
用
状
況

　

基
金
の
設
置
目
的
に
従
い
運
用
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

本
町
の
財
政
全
般
を
見
た
場
合
、財
政
力
指
数
（
※
）
は
０
・

９
４
８
と
概
ね
良
い
値
を
示
し
て
い
る
が
、
経
常
収
支
比
率

（
※
）
は
前
年
度
の
79
・
９
％
か
ら
83
・
５
％
に
後
退
し
て
い
る
。

　

起
債
残
高
は
、
企
業
会
計
分
を
含
む
町
全
体
の
残
高
が
減

少
し
て
き
て
い
る
。

　

今
後
も
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
景
気
の
悪
化
の
影
響
を
受

け
、
町
税
等
の
大
幅
な
増
収
は
見
込
め
な
い
た
め
、
適
正
な
財

政
運
営
の
た
め
、
歳
入
を
中
期
的
に
予
測
し
、
計
画
的
な
財
源

確
保
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
事
業
実
施
に
よ
る
費
用
対
効
果

を
見
極
め
、
既
存
の
施
策
・
事
業
の
再
構
築
や
最
適
化
な
ど
に

取
組
み
、
経
常
収
支
比
率
の
実
質
的
な
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

【
Ｐ
17
に
（
※
）
の
用
語
の
解
説
を
掲
載
し
て
い
ま
す
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

上
三
川
町
監
査
委
員　

舘
野
治
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

田
村　

稔

決
算
審
査
意
見
書
（
要
旨
）

◆令和４年度決算認定◆
　令和４年度一般会計・特別会計の歳入歳出決算、水道事業会計・下水道事業会計の剰余金の処分及
び決算について、監査委員による決算審査意見書を付して、上程されました。
　決算特別委員会において審査を行い、その結果報告を受けて本会議において認定しました。

議案番号 会　計　名
歳　入 歳　出

決算額 前年比 決算額 前年比

第74号 一般会計 127億1,727万円 △6億1,970万円 116億419万円 △6億7,740万円

第75号

特
別
会
計

国民健康保険事業 29億1,996万円 5,634万円 28億7,897万円 8,745万円

第76号 介護保険事業 24億839万円 3,587万円 21億9,043万円 △2,899万円

第77号 後期高齢者医療 3億874万円 2,384万円 3億511万円 2,272万円

第78号 農業集落排水事業 3億3,369万円 1,163万円 3億1,802万円 546万円

議案番号 会　計　名
歳　入 歳　出

決算額 前年比 決算額 前年比

第79号

水
道
事
業
会
計

収益的収支 6億1,122万円 △385万円 5億7,302万円 2,497万円

資本的収支 2,446万円 △96万円 6億6,279万円 6,476万円

議案番号 会　計　名
歳　入 歳　出

決算額 前年比 決算額 前年比

第80号

下
水
道
事
業
会
計

収益的収支 8億957万円 1,070万円 7億9,195万円 340万円

資本的収支 6億9,758万円 2,467万円 7億4,718万円 3,101万円

（第 191号）
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※決算額は、１万円未満を切り捨てて表記しています。



常 任 委 員 会 審 査 結 果 報 告
総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

【議案第６１号】上三川町都市計画税条例の一部改正について

　　　税率変更による都市計画税の税収はいくら下がる見込みなのか。

　　　�令和６年度は約 1,100 万円、令和７年度は約 2,700 万円減額になる見込みです。

【議案第６２号】上三川町ＯＲＩＧＡＭＩプラザの設置及び管理に関する条例の制定について

　　　�施設使用料はどのように算出するのか。

　　　�建設工事費を施設の耐用年数３８年や年間開館日数、１日の開館時間で割り、１時間当
たりの費用を算出し、施設全体の面積から使用場所の面積を按分して金額を出していま
す。更に、町内の他の施設や周辺自治体の使用料も比較をしながら決めています。

【議案第６６号】上三川町妊産婦医療費助成に関する条例の一部改正について

　　　�食事療養費の年間の助成額や、食事療養費を廃止する際に他の施策を拡充するなどの議論
はあったのか。

　　　�食事療養費は年間100万円前後を支出し、県内では本町のみ助成しています。
　　　国からも子育て支援策が出されている中で、財源確保は大きな課題となっています。
　　　�令和４年度は児童医療費の拡充も行い、妊産婦支援や結婚支援等子育て支援策全体と��

して見直しを図る中での検討結果となっています。

【議案第６７号】町道路線の認定について

　　　�９月議会での道路認定の理由と、寄附を受ける際の条件及び寄附基準の公表の考えは。

　　　道路に隣接する土地の建築確認申請など諸手続きに支障がないようにするためです。
　　　�また寄附条件は、課内の内規である道路寄附取扱基準によります。基準を整備し公表し

たいと考えています。

答

答

答

答

問

問

問

問

委員会審査結果
　議案第６４号から議案第６６号までは全員賛成、議案第６７号は賛成多数により原案ど

おり可決しました。

委員会審査結果
　議案第５８号から議案第６３号までは全員賛成により原案どおり可決しました。

（第 191号）
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議案番号 付  議  事  件

結　果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

賛　

成

反　

対

議
決
結
果

田
﨑
幸
夫

鶴
見
典
明

篠
塚
啓
一

神
藤
昭
彦

小
川
公
威

志
鳥
勝
則

海
老
原
友
子

石
﨑
幸
寛

勝
山
修
輔

田 

村　

稔

津
野
田
重
一

稲
見
敏
夫

稲 

川　

洋

第 57 号
教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

13 0 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 58 号
工事請負契約の変更について　　　　　　　　　　　　　　　　　
【(仮称)上三川町生涯学習・子育て支援複
合施設建設工事】

12 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第 59 号

財産の取得について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【(仮称)上三川町生涯学習・子育て支援複
合施設（子育て支援センター部分を除く）
に係る什器等】

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 60 号
財産の取得について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（子育て支援センター開設に係る什器等）

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 61 号
上三川町都市計画税条例の一部改正につい
て

12 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第 62 号
上三川町ＯＲＩＧＡＭＩプラザの設置及び
管理に関する条例の制定について

12 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第 63 号
上三川町情報通信技術を活用した行政の推
進に関する条例の制定について

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 64 号 上三川町印鑑条例の一部改正について 13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 65 号 上三川町手数料条例の一部改正について 13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 66 号
上三川町妊産婦医療費助成に関する条例の
一部改正について

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 67 号 町道路線の認定について 11 2 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 68 号
令和５年度上三川町一般会計補正予算 
（第４号）

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 69 号
令和５年度上三川町国民健康保険事業特別
会計補正予算（第１号）

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 70 号
令和５年度上三川町介護保険事業特別会計
補正予算（第１号）

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 71 号
令和５年度上三川町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）
13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 72 号
令和５年度上三川町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）
13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 73 号
令和５年度上三川町水道事業会計補正予算

（第１号）
13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審 議 結 果 一 覧
○…賛成　×…反対



議案を採決する様子
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議案番号 付  議  事  件

結　果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

賛　

成

反　

対

議
決
結
果

田
﨑
幸
夫

鶴
見
典
明

篠
塚
啓
一

神
藤
昭
彦

小
川
公
威

志
鳥
勝
則

海
老
原
友
子

石
﨑
幸
寛

勝
山
修
輔

田 
村　

稔

津
野
田
重
一

稲
見
敏
夫

稲 

川　

洋

第 74 号
令和４年度上三川町一般会計歳入歳出決算
の認定について

12 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第 75 号
令和４年度上三川町国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 76 号
令和４年度上三川町介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 77 号
令和４年度上三川町後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定について

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 78 号
令和４年度上三川町農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 79 号
令和４年度上三川町水道事業会計剰余金の
処分及び決算の認定について

13 0
可決
及び
認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 80 号
令和４年度上三川町下水道事業会計剰余金
の処分及び決算の認定について

13 0
可決
及び
認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

※　髙橋正昭議長（14番）は、採決に加わりません。

○…賛成　×…反対

　
　

議　

員　

派　

遣

【
町
村
議
会
広
報
研
修
会
】　

〇
日　

程　
　

令
和
５
年
９
月
27
日

〇
研
修
先　
　

東
京
都
千
代
田
区　

日
経
ホ
ー
ル

〇
目　

的　
　

議
会
広
報
の
発
展
を
図
る
た
め

〇
派
遣
議
員　

小
川
公
威
、
田
﨑
幸
夫
、
鶴
見
典
明
、

　
　
　
　
　
　

篠
塚
啓
一
、
稲
川
洋

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
議
会
改
革
検
討
会
第
２
部
会
視
察
研
修
】　

〇
日　

程　
　

令
和
５
年
10
月
20
日

〇
視
察
先　
　

埼
玉
県
久
喜
市　

久
喜
市
議
会

〇
目　

的　
　

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て

〇
派
遣
議
員　

神
藤
昭
彦
、
鶴
見
典
明
、
小
川
公
威
、

　
　
　
　
　
　

海
老
原
友
子
、
田
村
稔
、
石
﨑
幸
寛
、

　
　
　
　
　
　

稲
川
洋

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
栃
木
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
】

　

（
栃
木
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）

〇
日　

程　
　

令
和
５
年
11
月
20
日

〇
研
修
先　
　

栃
木
県
宇
都
宮
市

　
　
　
　
　
　

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

〇
目　

的　
　

議
会
の
活
性
化
と
資
質
向
上
を
図
る

　
　
　
　
　
　

た
め

〇
派
遣
議
員　

全
議
員



令和４年度決算を審査し、
認定される

　

令
和
４
年
度
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
各
常

任
委
員
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
６
人
と
副
議
長

を
加
え
た
７
人
で
所
管
課
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
【
委
員
構
成
】

　

委
員
長　

海
老
原
友
子　

委
員　

篠
塚
啓
一

副
委
員
長　

小
川
公
威　
　

委
員　

神
藤
昭
彦

　
　

委
員　

田
﨑
幸
夫　
　

委
員　

稲
川　

洋

　
　

委
員　

鶴
見
典
明　

【
各
会
計
の
主
な
質
疑
】

◆
一
般
会
計

　
　

�　

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
現
年

課
税
分
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
不
納
欠

損
し
た
の
か
。

　
　

�　

相
続
人
が
不
存
在
な
た
め
今
後
の
納
付

見
込
み
が
な
い
と
判
断
し
不
納
欠
損
し
ま

し
た
。

　
　

�　

社
会
福
祉
総
務
費
の
相
談
事
業
の
実
績

と
内
容
は
。

　
　

�　

心
配
ご
と
相
談
が
18
件
で
金
銭
ト
ラ
ブ

ル
や
不
動
産
な
ど
の
相
談
を
民
生
委
員
や

人
権
擁
護
委
員
等
が
受
け
て
い
ま
す
。
法

律
相
談
は
67
件
で
県
弁
護
士
会
の
弁
護
士

が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
　

予
防
接
種
健
康
被
害
の
状
況
は
。

　
　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン�

予

防
接
種
の
健
康
被
害
は
町
に
相
談
中
の
方

も
含
め
て
10
人
程
度
で
す
。

　
　

�　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
購
入
費
助
成
の
実

績
は
。

　
　

�　

助
成
実
績
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
が
13
件
、
乳

房
補
正
具
が
１
件
で
す
。

　
　

�　

教
育
費
人
材
派
遣
の
業
務
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

　
　

�　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
４
人
の

派
遣
業
務
で
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
初
級
又
は

中
級
程
度
の
日
本
語
を
話
せ
、
主
任
に
お

い
て
は
日
本
人
と
遜
色
な
く
日
本
語
を
話

せ
ま
す
。
月
に
一
度
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
町
が
直
接
雇
用
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

含
め
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
民
館
講
座
に
お
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ALTの活動の様子

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

 

（
９
月
11
日
・
12
日
）

歳
入
に
つ
い
て

歳
出
に
つ
い
て
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かみのかわ議会だより　２０２３.11.１ 10



　
　

�　

商
工
費
の
各
種
業
務
支
援
（
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
）
で
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
提
言
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

 
ま
た
、
そ
の
提
言
を
事
業
に
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

　
　

�　

商
店
街
活
性
化
に
係
る
提
言
と
し

て
、
①
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
及

び
新
規
出
店
の
受
け
皿
と
な
る
企
画

推
進
、
②
拠
点
と
し
て
の
生
沼
家
住

宅
の
活
用
、
③
商
店
街
活
性
化
の
担

い
手
育
成
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

�　

そ
の
具
体
的
な
施
策
は
、
商
店
街

活
性
化
を
図
る
た
め
に
商
店
街
の
横

の
つ
な
が
り
の
強
化
と
し
て
中
心
商

店
街
の
商
店
主
に
よ
る
意
見
交
換
会

や
、
創
業
支
援
と
し
て
町
商
工
会
と

と
も
に
経
営
塾
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

�　

森
林
経
営
管
理
事
業
で
は
ど
の
よ

う
な
事
業
を
行
っ
た
の
か
。

　
　

�　

森
林
所
有
者
か
ら
町
が
経
営
管
理

権
の
移
譲
を
受
け
た
森
林
の
間
伐
等

維
持
管
理
を
業
者
に
委
託
し
、
委
託

は
７
カ
所
、
１
・
26
　

ha
で
し
た
。

　
　

�　

定
住
促
進
住
宅
取
得
支
援
事
業
の

実
績
と
定
住
に
つ
な
が
っ
た
人
数
は

何
人
か
。

　
　

�　

事
業
開
始
の
令
和
元
年
度
は
14

件
、
令
和
２
年
度
20
件
、
令
和
３
年

度
10
件
、
令
和
４
年
度
15
件
、
令
和

５
年
度
は
現
在
13
件
の
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。
申
請
時
の
世
帯
人
数
で
計

算
す
る
と
、
２
５
３
人
の
定
住
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　

�　

東
蓼
沼
橋
の
火
災
に
よ
る
復
旧
工

事
の
内
容
は
。

　
　

�　

火
災
に
よ
る
復
旧
と
併
せ
て
損
傷

箇
所
の
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　

特
別
会
計　

　
　

�　

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指

導
の
実
績
は
。

　
　

�　

特
定
健
康
診
査
は
集
団
健
診
及
び

個
別
健
診
の
合
計
で
１
９
８
１
人
、

特
定
保
健
指
導
は
積
極
的
支
援
が
延

べ
51
人
、
動
機
付
け
支
援
が
延
べ

１
８
２
人
で
す
。

採決の様子

商店会の皆さん発案のフォト
スポット＜生沼家住宅＞

折り紙でフォトスポットを
作る商店会の皆さん
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【
審
査
結
果
】

　

各
会
計
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
認
定
・
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

◆
全
員
賛
成
に
よ
り
「
認
定
」

・
一
般
会
計

・
特
別
会
計

　
　

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　

介
護
保
険
事
業

　
　

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

農
業
集
落
排
水
事
業

◆
全
員
賛
成
に
よ
り

　

剰
余
金
の
処
分
を
「
可
決
」

　

決
算
を
「
認
定
」

・
水
道
事
業
会
計

・
下
水
道
事
業
会
計



一般
質問

帯状疱疹ワクチン接種費用・産業振
興土地利用構想（案）・公共事業の
執行・学校施設の充実などを論戦！

一般質問とは・・・
議員が行政全般にわたって執行機関に対し施策の状況や方針などについて
説明や報告を求めるもので、重要な議員活動のひとつです。

９月４日・５日  ７人の議員が登壇
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質問順
質問議員 質問事項 質　問　要　旨

1

田
た

﨑
さき

　幸
ゆき

夫
お

子育て支援について 学校給食費の無償化、または減額を行う考えはあるのか。

帯状疱疹ワクチン接種
費用の助成について 帯状疱疹ワクチン接種費用を助成する考えはあるのか。

農業の振興について 土地利用型経営体育成事業の助成率、または助成金の上限を見直しする考えは
あるのか。

2

鶴
つる

見
み

　典
のり

明
あき

農業生産基盤の強化に
ついて

土地改良施設の計画的な改修整備を推進し維持管理に努めているが、これから
の大型農業やスマート農業に対しどのように生産基盤の強化につなげて行くの
か、町の取組みは。

安定的な担い手の確保に対し認定農業者や新規就農者の育成確保に努めている
が、どのように計画し進捗しているのか、町の取組みは。

複合施設「ORIGAMI
プラザ」への移転計画
について

本町の行政機関の移転計画に対し利用者の方へどのように案内し進めて行くの
か、町の取組みは。

複合施設「ORIGAMIプラザ」の施設利用案内を今後どのように周知し活発な
交流活動の拠点となるようつなげて行くのか、町の取組みは。

健康づくりサービスの
充実について

町民の健康寿命の延伸や健康づくりに対し町民自らが自主的に参加し活動に取
組んでおられるが、地域の健康づくり担い手に対しどのように支援して行くの
か、町の取組みは。

町民のこころの健康を維持するため、本人だけではなく家族や周囲の人も気づ
き相談できる窓口を設置しているが、「孤独・孤立」といった方にどのように
寄り添って行くのか、町の取組みは。

3

海
え び

老原
はら

友
とも

子
こ

小中学校体育館空調設
備設置について

地球温暖化に伴い危険を感じる暑さの中、体育の授業及び課外授業の際の安心
安全の為にも空調設備設置を緊急要請したいが、本町の考えは。

物価高騰における地方
創生臨時交付金の給食
費の取り扱いについて

本県において最も給食費が高い本町における今後の課題と取組みは。

障がい者支援について 障がい者グループホームの進捗状況は。

子育て支援について 栃木県「とちぎ少子化対策緊急プロジェクト」には使用済みおむつ持ち帰り施
設ゼロにする目標が掲げられたが本町の進捗状況は。
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質問順
質問議員 質問事項 質　問　要　旨

4

志
し

鳥
どり

　勝
かつのり

則

プレミアム商品券事業
について

プレミアム商品券事業が毎年継続的に実施されているが、その事業効果はどの
ようになっているのか、伺いたい。

上三川町産業振興土地
利用構想（案）について

土地利用構想に基づく「産業団地」・「道の駅」の今後の整備に向けた事業計画
について、伺いたい。

5

勝
かつ

山
やま

　修
しゅうすけ

輔

いきいきプラザ指定管
理について

いきいきプラザが開館し15周年となり色々な所に不具合が出ているがどう
思っているのか。

指定管理費用は15年間で28億1,609万円になるが、この額をどう思っている
のか。

修繕費は15年間で、4,100万円以上になり年間平均275万5,000円となるが、
この額は妥当と思っているのか。

メンテナンスのため連休にするのか、その理由は。どこをメンテナンスしたの
か。また、指定管理者の要望でそうしたのか理由を伺う。

令和元年と令和２年と２カ年の自主事業収支報告があるが、町のものと裁判所
に提出したもの（乙第４号証）に違いがあるが、その理由は。

指定管理における情報公開請求において、非公開部分の理由は。町に不都合な
事があるのか伺う。

6

篠
しのづか

塚　啓
けいいち

一 公共事業の執行につい
て

公共事業が執行されるまでの過程はどのようになっているのか。

どのようにして契約方法（一般競争入札・指名競争入札・随意契約）が決まる
のか。

7

小
お

川
がわ

　公
きみ

威
たけ

災害対策について 災害発生時における町民及び関係機関との情報伝達方法の現状と今後の方針は
どのように考えているのか。

学校施設の充実について 近年の異常気象を考慮し、学校体育館にエアコンを整備してはと考えるが如何
か。

人口減少対策について 移住・定住対策の現状と今後の方針はどのように考えているのか。

道路整備について 石橋駅東地区と中心市街地を直線的に結ぶ予定４号線を含む石橋駅周辺の道路
整備についてどのように考えているのか。

議会傍聴においでいただきありがとうございました。
次の定例会は12月です。日程が決まり次第、議会
ホームページでお知らせいたします。
ぜひ、議会傍聴にお越しください。

傍聴者７人

議会のしくみや会議の結果など、
議会の最新情報を掲載しています。
ぜひ、ご覧ください!

見にこ～や～！
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農
業
生
産
基
盤
の
強
化

に
つ
い
て

複
合
施
設「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ

プ
ラ
ザ
」へ
の
移
転
計
画
に
つ

い
て

町
長
　
農
業
生
産
基
盤
の
強
化

に
つ
い
て
は
、
農
地
の
大
区
画

化
に
よ
り
、
担
い
手
が
集
積
・

集
約
化
し
た
、
ほ
場
で
大
型
の

機
械
を
使
っ
て
よ
り
効
率
的
な

作
業
が
で
き
る
よ
う
、
ほ
場
整

備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
担
い
手
や
関
係
者
等
が
農

地
の
区
画
や
営
農
構
想
、
そ
し

て
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
等
を

自
ら
が
検
討
し
て
い
く
こ
と

で
、
整
備
後
の
作
業
効
率
や
生

産
性
の
向
上
、
並
び
に
経
営
の

安
定
化
が
図
ら
れ
、
将
来
に
わ

た
り
土
地
利
用
型
農
業
を
展
開

問

問

答

町
長
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

は
、
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
任
意
の
予
防
接
種
と
し
て

接
種
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
で
は
、
定
期
接
種
化
に
関
す

る
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　

　
町
で
は
、
帯
状
疱
疹
の
発
症

率
を
低
減
さ
せ
、
重
症
化
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成
に
つ
い
て

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

答

　議員

　　　

町
長
　
上
三
川
町
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
は
、
令
和
６
年
３

月
中
に
建
設
工
事
の
完
了
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
５
月
上
旬
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
移
転
作
業

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
こ

れ
ら
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
町

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
等
に
よ
り
周
知
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
は

文
書
に
て
通
知
し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

答

　議員

町
長
　
土
地
利
用
型
経
営
体
育

成
事
業
は
、
規
模
拡
大
に
意
欲

の
あ
る
集
落
営
農
組
織
や
個
別

経
営
体
が
、
米
や
麦
等
に
係
る

農
業
用
機
械
を
導
入
す
る
こ
と

に
対
し
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
率
は
、
集
落
営
農
組
織

が
購
入
費
の
10
分
の
３
以
内
で

限
度
額
３
０
０
万
円
、
個
別
経

営
体
が
購
入
費
の
10
分
の
２
以

内
で
限
度
額
２
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
社
会
情
勢
や
要
望
の
推

移
な
ど
を
み
て
、
よ
り
有
効
な

補
助
制
度
と
な
る
よ
う
調
査
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

問答

田﨑　幸夫
 た さき　   ゆき お

鶴見　典明
つる み　 　のりあき

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
助
成
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

土
地
利
用
型
経
営
体
育
成
事
業

の
助
成
率
、
ま
た
は
助
成
金
の

上
限
を
見
直
し
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

土
地
改
良
施
設
の
計
画
的
な
改

修
整
備
を
推
進
し
維
持
管
理
に

努
め
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

大
型
農
業
や
ス
マ
ー
ト
農
業
に

対
し
ど
の
よ
う
に
生
産
基
盤
の

強
化
に
つ
な
げ
て
行
く
の
か
、

町
の
取
組
み
は
。

本
町
の
行
政
機
関
の
移
転
計
画

に
対
し
利
用
者
の
方
へ
ど
の
よ

う
に
案
内
し
進
め
て
行
く
の

か
、町
の
取
組
み
は
。

建設工事中の様子

上
三
川
町
産
業
振
興
土
地

利
用
構
想（
案
）に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

に
つ
い
て

海老原　友子
え  び  はら　　ともこ

　議員

　議員

　
　

問答

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

町
長
　
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
使
用
済
お
む
つ
保
管
用
ゴ

ミ
箱
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
、

こ
の
度
の
９
月
補
正
予
算
に
計

上
し
議
決
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
使
用
済
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

廃
止
の
促
進
を
図
る
た
め
、
来

年
度
か
ら
使
用
済
お
む
つ
の
処

分
費
用
の
補
助
事
業
の
開
始
に

向
け
、
調
整
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

志鳥　勝則
し  どり　  かつのり

栃
木
県
「
と
ち
ぎ
少
子
化
対
策

緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
使

用
済
お
む
つ
持
ち
帰
り
施
設
ゼ

ロ
に
す
る
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た

が
本
町
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

問答

小
中
学
校
体
育
館
空
調

設
備
設
置
に
つ
い
て

教
育
長
　
小
中
学
校
で
は
、
体

育
館
に
設
置
さ
れ
た
大
型
扇
風

機
や
冷
風
機
を
活
用
し
、
熱
中

症
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
有
用
と
考
え
ま
す
が
、
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
備
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
球
温
暖
化
に
伴
い
危
険
を
感

じ
る
暑
さ
の
中
、
体
育
の
授
業

及
び
課
外
授
業
の
際
の
安
心
安

全
の
為
に
も
空
調
設
備
設
置
を

緊
急
要
請
し
た
い
が
、
本
町
の

考
え
は
。

　
　

問答

町
長
　
エ
リ
ア
の
選
定
の
み
を

行
っ
て
お
り
、
整
備
計
画
、
整

備
手
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
具
体

的
に
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
、
関
係
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
策
定
期
間
は
、「
産
業
団
地
」

は
、
基
本
計
画
を
今
年
度
内
を

目
途
に
、「
道
の
駅
」
は
、
基

本
構
想
・
基
本
計
画
を
来
年
度

末
を
目
途
に
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
関
係
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
を

行
い
な
が
ら
、
か
つ
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
関
係
計
画
の
策
定

や
関
係
手
続
を
進
め
、
早
期
の

整
備
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
構
想
に
基
づ
く
「
産

業
団
地
」・「
道
の
駅
」
の
今
後

の
整
備
に
向
け
た
事
業
計
画
に

つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

　
　

問答

町
長
　
事
業
効
果
は
、
令
和
２

年
度
で
約
１
億
３
８
０
０
万

円
、
令
和
３
年
度
で
約
１
億
８

９
０
０
万
円
、
令
和
４
年
度
で

約
１
億
５
２
０
０
万
円
の
商
取

引
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
約
73
％
の
商

品
券
が
町
内
事
業
者
に
お
い
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
元

消
費
者
の
町
内
商
店
へ
の
誘

導
、
町
内
商
店
等
及
び
町
民
生

活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
相
応

の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
が
毎

年
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
事
業
効
果
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
伺
い

た
い
。

９月１９日発売された
プレミアム商品券
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上
三
川
町
産
業
振
興
土
地

利
用
構
想（
案
）に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

に
つ
い
て

海老原　友子
え  び  はら　　ともこ

　議員

　議員

　
　

問答

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

町
長
　
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
使
用
済
お
む
つ
保
管
用
ゴ

ミ
箱
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
、

こ
の
度
の
９
月
補
正
予
算
に
計

上
し
議
決
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
使
用
済
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

廃
止
の
促
進
を
図
る
た
め
、
来

年
度
か
ら
使
用
済
お
む
つ
の
処

分
費
用
の
補
助
事
業
の
開
始
に

向
け
、
調
整
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

志鳥　勝則
し  どり　  かつのり

栃
木
県
「
と
ち
ぎ
少
子
化
対
策

緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
使

用
済
お
む
つ
持
ち
帰
り
施
設
ゼ

ロ
に
す
る
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た

が
本
町
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

問答

小
中
学
校
体
育
館
空
調

設
備
設
置
に
つ
い
て

教
育
長
　
小
中
学
校
で
は
、
体

育
館
に
設
置
さ
れ
た
大
型
扇
風

機
や
冷
風
機
を
活
用
し
、
熱
中

症
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
有
用
と
考
え
ま
す
が
、
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
備
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
球
温
暖
化
に
伴
い
危
険
を
感

じ
る
暑
さ
の
中
、
体
育
の
授
業

及
び
課
外
授
業
の
際
の
安
心
安

全
の
為
に
も
空
調
設
備
設
置
を

緊
急
要
請
し
た
い
が
、
本
町
の

考
え
は
。

　
　

問答

町
長
　
エ
リ
ア
の
選
定
の
み
を

行
っ
て
お
り
、
整
備
計
画
、
整

備
手
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
具
体

的
に
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
、
関
係
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
策
定
期
間
は
、「
産
業
団
地
」

は
、
基
本
計
画
を
今
年
度
内
を

目
途
に
、「
道
の
駅
」
は
、
基

本
構
想
・
基
本
計
画
を
来
年
度

末
を
目
途
に
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
関
係
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
を

行
い
な
が
ら
、
か
つ
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
関
係
計
画
の
策
定

や
関
係
手
続
を
進
め
、
早
期
の

整
備
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
構
想
に
基
づ
く
「
産

業
団
地
」・「
道
の
駅
」
の
今
後

の
整
備
に
向
け
た
事
業
計
画
に

つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

　
　

問答

町
長
　
事
業
効
果
は
、
令
和
２

年
度
で
約
１
億
３
８
０
０
万

円
、
令
和
３
年
度
で
約
１
億
８

９
０
０
万
円
、
令
和
４
年
度
で

約
１
億
５
２
０
０
万
円
の
商
取

引
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
約
73
％
の
商

品
券
が
町
内
事
業
者
に
お
い
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
元

消
費
者
の
町
内
商
店
へ
の
誘

導
、
町
内
商
店
等
及
び
町
民
生

活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
相
応

の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
が
毎

年
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
事
業
効
果
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
伺
い

た
い
。

９月１９日発売された
プレミアム商品券
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公
共
事
業
の
執
行
に
つ
い
て

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
指
定
管
理

に
つ
い
て

　議員

　議員勝山　修輔
かつやま　 しゅうすけ

篠塚　啓一
しのづか　 けいいち

　
　

問答

町
長
　
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
は
、
５
年
間
の
指
定

管
理
期
間
ご
と
に
事
業
者
を
公

募
し
、
外
部
委
員
に
よ
る
審
査

会
に
よ
り
候
補
者
を
選
定
し
た

上
で
、
議
会
の
議
決
を
い
た
だ

き
、
指
定
管
理
者
と
し
て
指
名

し
て
い
ま
す
。指
定
管
理
料
の

額
に
つ
い
て
も
、
審
査
に
お
け

る
重
要
な
審
査
項
目
の
一
つ
で

あ
り
、
適
正
な
指
定
管
理
料
を

支
出
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

指
定
管
理
費
用
は
15
年
間
で
28

億
１
６
０
９
万
円
に
な
る
が
、

こ
の
額
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の

か
。

　
問答

町
長
　
町
の
公
共
事
業
は
、
事

業
を
所
管
す
る
部
署
に
お
い

て
、
計
画
、
設
計
、
積
算
を
し
た

上
で
、設
計
図
書
を
作
成
し
、入

札
を
所
管
す
る
総
務
課
に
お
い

て
、
発
注
金
額
や
案
件
の
種
類

に
応
じ
て
、
指
名
選
考
委
員
会

等
を
開
催
、審
議
し
、公
告
あ
る

い
は
指
名
業
者
へ
の
通
知
、
入

札
、落
札
者
の
決
定
、契
約
と
い

う
流
れ
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
が
執
行
さ
れ
る
ま
で

の
過
程
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
問答

町
長
　
契
約
方
法
は
、
建
設
工

事
の
場
合
、
発
注
金
額
３
０
０

０
万
円
以
上
は
一
般
競
争
入

札
、そ
れ
未
満
は
、指
名
競
争
入

札
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
工
事
以
外
の
案

件
は
、
基
本
的
に
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
随
意
契
約
は
、
地
方
自
治
法

施
行
令
第
１
６
７
条
の
２
、
上

三
川
町
財
務
規
則
第
80
条
な
ど

の
規
定
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
契
約
方
法

（
一
般
競
争
入
札
・
指
名
競
争

入
札
・
随
意
契
約
）
が
決
ま
る

の
か
。

　

問答

町
長
　
開
館
当
初
よ
り
定
期
的

な
休
館
日
を
設
け
て
い
ま
し
た

の
で
、
年
中
無
休
で
実
施
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。休
館
日
の
設

定
は
、
指
定
管
理
期
間
ご
と
に
指

定
管
理
者
の
提
案
に
基
づ
く
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
を
円
滑
か
つ
適
正
に
運

営
す
る
た
め
、
敷
地
内
の
維
持
管

理
及
び
計
画
修
繕
等
に
関
す
る

業
務
を
滞
り
な
く
行
う
必
要
が

あ
り
、
そ
の
作
業
に
か
か
る
日
数

を
確
保
す
る
た
め
、
連
続
し
た
休

館
日
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
冷
水
や
温
水

を
循
環
さ
せ
る
た
め
の
ポ
ン
プ

設
備
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
や
、
非

常
放
送
設
備
の
更
新
工
事
、
全
館

停
電
が
必
要
と
な
る
電
気
設
備

の
法
定
点
検
等
を
実
施
し
ま
し

た
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
連
休
に

す
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
。ど
こ

を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
た
の
か
。

ま
た
、
指
定
管
理
者
の
要
望
で

そ
う
し
た
の
か
理
由
を
伺
う
。

小川　公威
お  がわ　  きみたけ

　議員

　
問答

学
校
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

教
育
長
　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
整
備
に
つ
い
て
は
、現
在
、各

学
校
に
冷
風
機
や
送
風
機
を
設

置
し
、
熱
中
症
対
策
等
に
お
い

て
、
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、有
用
と
考
え
ま
す
が
、多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
備
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
の
異
常
気
象
を
考
慮
し
、

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
整

備
し
て
は
と
考
え
る
が
如
何

か
。

　
問答

道
路
整
備
に
つ
い
て

町
長
　
予
定
１
号
線
は
、
こ
れ

ま
で
、
石
橋
駅
東
土
地
区
画
整

理
事
業
、
町
道
整
備
事
業
に
よ

り
整
備
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
多
功
地
内
に
お
い
て

県
に
よ
り
県
道
結
城
石
橋
線
の

整
備
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
、
県
に
対
し
整
備
促
進
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
予
定
４
号
線
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
、
駅
東
交
差
点
と
明
治

中
学
校
南
西
の
交
差
点
を
結
ぶ

約
1.4 
㎞ 

の
事
業
化
を
目
指
し

ま
し
た
が
、
現
在
は
事
業
凍
結

と
な
っ
て
お
り
、
現
段
階
で
事

業
再
開
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
再
開
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
社
会
情
勢
や
財
政

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

長
期
的
な
視
点
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
橋
駅
東
地
区
と
中
心
市
街
地

を
直
線
的
に
結
ぶ
予
定
４
号
線

を
含
む
石
橋
駅
周
辺
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

P6  財政力指数とは。
　地方公共団体の財政の豊かさを示す指標で、
平均的水準で行政活動を行うために必要な財政
需要（基準財政需要額）に対する標準的に収入し
得ると考えられる地方税等（基準財政収入額）の
割合をいいます。
　この指標が大きいほど財源に余裕があるとさ
れ、単年度の財政力指数が「1.000」以上の団体
は、当該年度の普通交付税が不交付となります。

P6  経常収支比率とは。
　地方公共団体の財政構造の弾力性を判断する
ための指標で、人件費、扶助費、公債費等のよう
に毎年度経常的に支出される経費（経常的経費）
に充当された一般財源の額が、地方税、普通交付
税を中心とする毎年度経常的に収入される一般
財源（経常一般財源）の総額に占める割合をいい
ます。この比率が低いほど普通建設事業費等の
臨時的経費に充当できる一般財源に余裕があ
り、財政構造に弾力性があるといえます。

用語の解説

　近年、救急車の出動件数は増加傾向にあるた
め、救急車を呼んでも最寄りの救急車が出動で
きなくなる可能性があり、救急隊の現場までの
到着時間も遅くなってしまいます。
　救急車の台数は限られているため、緊急性の
高い症状の方にできるだけ早く救急車が到着で
きるように、救急車の適時・適切な利用をしま
しょう。

救急車の適正利用について

・「かかりつけ医」に相談しましょう。
・お近くの救急相談窓口に相談しましょう。
　詳細は、栃木県のホームページをご覧ください。
　　
　　＃7111　とちぎ救急医療電話相談
　　　　　　（大人の救急電話相談）
　　＃8000　とちぎ子ども救急電話相談
　　　　　　（概ね15歳未満の方）

「救急車（119 番）を呼ぶ」など
の判断に迷ったときは
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小川　公威
お  がわ　  きみたけ

　議員

　
問答

学
校
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

教
育
長
　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
整
備
に
つ
い
て
は
、現
在
、各

学
校
に
冷
風
機
や
送
風
機
を
設

置
し
、
熱
中
症
対
策
等
に
お
い

て
、
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、有
用
と
考
え
ま
す
が
、多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
備
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
の
異
常
気
象
を
考
慮
し
、

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
整

備
し
て
は
と
考
え
る
が
如
何

か
。

　
問答

道
路
整
備
に
つ
い
て

町
長
　
予
定
１
号
線
は
、
こ
れ

ま
で
、
石
橋
駅
東
土
地
区
画
整

理
事
業
、
町
道
整
備
事
業
に
よ

り
整
備
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
多
功
地
内
に
お
い
て

県
に
よ
り
県
道
結
城
石
橋
線
の

整
備
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
、
県
に
対
し
整
備
促
進
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
予
定
４
号
線
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
、
駅
東
交
差
点
と
明
治

中
学
校
南
西
の
交
差
点
を
結
ぶ

約
1.4 
㎞ 

の
事
業
化
を
目
指
し

ま
し
た
が
、
現
在
は
事
業
凍
結

と
な
っ
て
お
り
、
現
段
階
で
事

業
再
開
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
再
開
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
社
会
情
勢
や
財
政

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

長
期
的
な
視
点
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
橋
駅
東
地
区
と
中
心
市
街
地

を
直
線
的
に
結
ぶ
予
定
４
号
線

を
含
む
石
橋
駅
周
辺
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

P6  財政力指数とは。
　地方公共団体の財政の豊かさを示す指標で、
平均的水準で行政活動を行うために必要な財政
需要（基準財政需要額）に対する標準的に収入し
得ると考えられる地方税等（基準財政収入額）の
割合をいいます。
　この指標が大きいほど財源に余裕があるとさ
れ、単年度の財政力指数が「1.000」以上の団体
は、当該年度の普通交付税が不交付となります。

P6  経常収支比率とは。
　地方公共団体の財政構造の弾力性を判断する
ための指標で、人件費、扶助費、公債費等のよう
に毎年度経常的に支出される経費（経常的経費）
に充当された一般財源の額が、地方税、普通交付
税を中心とする毎年度経常的に収入される一般
財源（経常一般財源）の総額に占める割合をいい
ます。この比率が低いほど普通建設事業費等の
臨時的経費に充当できる一般財源に余裕があ
り、財政構造に弾力性があるといえます。

用語の解説

　近年、救急車の出動件数は増加傾向にあるた
め、救急車を呼んでも最寄りの救急車が出動で
きなくなる可能性があり、救急隊の現場までの
到着時間も遅くなってしまいます。
　救急車の台数は限られているため、緊急性の
高い症状の方にできるだけ早く救急車が到着で
きるように、救急車の適時・適切な利用をしま
しょう。

救急車の適正利用について

・「かかりつけ医」に相談しましょう。
・お近くの救急相談窓口に相談しましょう。
　詳細は、栃木県のホームページをご覧ください。
　　
　　＃7111　とちぎ救急医療電話相談
　　　　　　（大人の救急電話相談）
　　＃8000　とちぎ子ども救急電話相談
　　　　　　（概ね15歳未満の方）

「救急車（119 番）を呼ぶ」など
の判断に迷ったときは
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議会のおしごと

産業厚生常任委員会ってどんな委員会なの？

町とはどのような関わりがあるの？

第 10弾は…

　常任委員会の他に、町で開催する会議などに出席して、意見を述べたりしている
んだよ。例えば、国民健康保険運営協議会や農業振興地域促進協議会など、さまざ
まな事業の方針決定や運営に関わっているんだ。

　福祉、産業振興、道路・橋梁整備、都市計画、上下水道整備などに関する案件の
審査を担当しているんだよ。
　審査を担当する所管課は、住民課・健康福祉課・子ども家庭課・農政課・商工課・
都市建設課・建築課・上下水道課・農業委員会だよ。

産業厚生常任委員会ではどんな活動をしているの？

　先進地の取組み事例を学びに他市町村へ行
政視察に行っているよ。町でどのように生か
せるかを検討しているんだ。町内でも、事業
の現状把握のため視察に行っているよ。

今井町のまち並みを視察(奈良県橿原市)

か
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産業厚生常任委員会について紹介

委
員
長
　
小
川
　
公
威

副
委
員
長
　
田
﨑
　
幸
夫

委
員
　
鶴
見
　
典
明

　
　
　
篠
塚
　
啓
一

　
　
稲
川
　 

洋  

　
い
つ
も
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。広
報
委
員
会
は
、
町
議
会
の
軌
跡
を
振
り

返
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
お
伝
え
す
る
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。町
議
会
で
ど
の
よ

う
な
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
議
論
さ
れ
た
か

を
、あ
り
の
ま
ま
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、『
議
会
だ
よ
り
』の
限
ら
れ
た
紙

面
で
、審
議
内
容
を
詳
細
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
上
三
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、行
政
情
報
↓
議
会
↓
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　

　『
議
会
だ
よ
り
』、『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
を
通
じ

て
、
議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

上
三
川
町
を
よ
り
良
い
住
み
や
す
い
ま
ち
へ
皆

さ
ま
と
築
き
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

   

最
後
に
な
り
ま
す
が
、か
み
の
か
わ
議
会
だ
よ

り
『
愛
称
募
集
』
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
し
た

方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
編
集
後
記
と
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
﨑
）

会
員
委
報
広


